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Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
退
職
者
の
会

（
近
藤
源
一
郎
会
長
）
は
、
去
る

８
月
13
日
（
土
）、
金
沢
市
の
金

沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ
で
第
８
回
地

方
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
連
協
代
表
24
名
中
18

名
の
出
席
。
地
方
幹
事
10
名
中

10
名
、
会
計
監
査
２
名
中
２
名

出
席
。
来
賓
と
し
て
専
従
役
員

６
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

仮
議
長
の
任
に
あ
た
っ
た
串

田
信
行
事
務
局
長
は
、
開
会
の

あ
い
さ
つ
、
出
席
者
の
確
認
と

総
会
の
成
立
を
宣
言
し
た
後
、

総
会
議
長
に
福
井
連
協
代
表
の

佐
々
木
賢
次
さ
ん
（
福
井
東
部

支
部
）
を
推
挙
し
参
加
者
の
同

意
を
得
て
選
出
さ
れ
た
佐
々
木

議
長
に
マ
イ
ク
を
渡
し
ま
し

た
。

　

佐
々
木
議
長
は
、
議
事
日
程

の
確
認
の
後
、
議
事
日
程
に

沿
っ
た
的
確
な
判
断
に
よ
る
総

会
の
運
営
と
進
行
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

地
方
幹
事
会
を
代
表
し
て
近

藤
会
長
は
「
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
会
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力

で
柴
慎
一
さ
ん
を
当
選
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
会
員
宅
訪
問
が
思
う
よ

う
に
出
来
な
か
っ
た
が
、
支
部
・

連
協
役
員
の
み
な
さ
ん
が
頑

張
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
一
年
、
会
員
数
の

５
％
を
目
標
と
し
た
会
員
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
北
陸
全
体
で

は
27
名
の
新
規
加
入
が
あ
り
ま

し
た
が
、
死
亡
等
の
減
少
を
上

回
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
は
私
た
ち
の
会
の
目

標
と
す
る
『
会
員
と
の
交
流
と

親
睦
』
を
支
部
・
連
協
で
工
夫

し
て
開
催
し
退
職
者
の
会
の
存

在
感
を
高
め
、
退
職
者
の
会
に

入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
、
退
職

者
の
会
に
入
り
た
い
と
思
わ
せ

る
よ
う
、
お
互
い
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

（
２
頁
に
つ
づ
く
）

基
本
活
動
の

基
本
活
動
の
「
親
睦
と
交
流
」

「
親
睦
と
交
流
」
の
前
進
を

の
前
進
を

  

「
現
退
一
体
」

「
現
退
一
体
」
に
向
け
て
現
退
間
交
流
・
協
議

に
向
け
て
現
退
間
交
流
・
協
議

第
８
回
地
方
総
会
で
確
認

第
８
回
地
方
総
会
で
確
認

総
会
議
長
に

　
佐
々
木
賢
次
さ
ん

　
　（
福
井
東
部
支
部
）
を
選
出

2021年度経過報告、2022年度活動方針の提案2021年度経過報告、2022年度活動方針の提案
説明する串田事務局長説明する串田事務局長
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（
１
頁
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

引
き
続
い
て
串
田
事
務
局
長

か
ら
、
２
０
２
１
年
度
の
活
動

経
過
報
告
、
組
織
慶
弔
安
定
会

計
報
告
お
よ
び
２
０
２
２
年
度

活
動
計
画
案
の
提
案
説
明
が
あ

り
、
西
野
松
一
会
計
監
査
か
ら

会
計
監
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

串
田
事
務
局
長
の
２
０
２
２

年
度
の
活
動
方
針
の
提
案
説
明

で
の
強
調
点
は
、
一
つ
に
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
創
意
工
夫

に
努
力
し
、
退
職
者
の
会
の
基

本
活
動
で
あ
る
「
親
睦
と
交
流
」

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
要
請
す
る
。
二
つ
に
、
高
齢

者
の
会
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、

「
会
員
宅
訪
問
活
動
」
に
よ
り

会
員
を
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
世
話
役
活
動
」
の
前
進
を
目

指
し
て
欲
し
い
。
三
つ
に
、
減

少
傾
向
に
あ
る
中
、
会
員
の
拡

大
は
重
要
な
活
動
で
あ
り
、
全

国
展
開
し
て
い
る
「
現
退
一
体

に
よ
る
協
力
会
員
・
正
会
員
の

拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
連
協
・

支
部
に
お
い
て
「
現
退
間
交
流
・

協
議
」
を
深
め
、
連
帯
し
て
欲

し
い
―
―
と
の
三
点
で
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
会
費
の
納

入
人
員
と
組
織

慶
弔
安
定
会
計

の
納
入
人
員
が

違
う
の
は
ど
う

し
て
か
、
と
の

質
問
が
あ
り
、

会
費
の
納
入
は

昨
年
４
月
１
日

か
ら
本
年
３
月

31
日
ま
で
の
経

理
と
し
て
報
告

し
ま
し
た
が
、

組
織
慶
弔
安
定
会
計
は
新
設
会

計
と
言
う
こ
と
で
昨
年
の
４
月

１
日
か
ら
会
計
監
査
を
実
施
し

た
７
月
28
日

と
し
た
こ
と

で
の
違
い
で

す

―
―

と

の

答
弁

で
理
解

を
得
ま
し
た
。

　

以
上
の
質

問
の
他
に
質

問
は
無
く
、
拍

手
多
数
で
各

報
告
と
提
案

に
つ
い
て
承

認
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
「
役
員
の
改
選
」

が
提
案
さ
れ
、
表
２
の
と
お
り

信
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今

期
の
任
期
は
、
昨
年
の
全
国
総

会
確
認
に
よ
り
１
年
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
開
催

し
ま
し
た
第
８
回
地
方
総
会

は
、
出
席
者
全
員
が
総
会
に
出

か
け
る
朝
に
送
ら
れ
て
来
た

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査

ス
テ
ィ
ッ
ク
」
で
検
査
を
し
て

陰
性
の
方
の
み
出
席
と
し
、
総

会
出
席
時
に
配
布
の
同
様
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
帰
宅
時
検
査
を
す

る
こ
と
と
、
会
場
で
の
検
温
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
と
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

表１.総会に出席された連協代表のみなさん

富山

川 瀬 敏 明 富 山 東 部

井 波 和 男 富 山 東 部

谷 杉 満 江 富 山 東 部

大 屋 昭 一 富 山 西 部

笹 島 清 春 富 山 西 部

西 田 一 朗 富 山 西 部

石川

寅 松 清 一 能 登

山 田 清 隆 能 登

東 　 良 光 石 川 中 央

吉 岡 純 一 南 加 賀

多 田 和 美 郵 政 金 沢

福井

東 　 幹 雄 福 井 東 部

佐々木　賢　次 福 井 東 部

平 井 清 一 福 井 中 部

田 中 重 一 福 井 中 部

古 谷 　 明 福 井 南 部

橋　詰　二三夫 福 井 南 部

谷 口 啓 子 福 井

表２.信任された2022年度の役員のみなさん

役　 職 氏 名
所 属

連協 支 部

会　　長 近　藤　源一郎 福井 福 井 東 部

福 会 長 川 添 　 晃 富山 富 山 東 部

事務局長 串 田 信 行 石川 石 川 中 央

幹　　事 本 間 重 雄 富山 富 山 西 部

幹　　事 西 田 一 朗 富山 富 山 西 部

幹　　事 尾 田 　 隆 石川 石 川 中 央

幹　　事 中　西　伊知郎 石川 郵 政 金 沢

幹　　事 政 所 峯 子 福井 福 井 中 部

幹　　事 塚 本 　 隆 福井 福 井 南 部

幹　　事
（中央幹事兼任）

坂 本 哲 治 石川 富 山 東 部

会計監査 車 谷 芳 宏 石川 石 川 中 央

会計監査 東 　 幹 雄 福井 福 井 東 部

熱心に聞き入る連協代表のみなさん熱心に聞き入る連協代表のみなさん
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第
８
回
全
国
総
会
は
、
去
る

８
月
２
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
地
方
代
表
者

か
ら
Ｊ
Ｐ
労
組
退
職
者
の
会
が

直
面
し
て
い
る
最
重
要
課
題
に

つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

白
熱
し
た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
徴
的
に
は
、
①
会
員
の

減
少
を
食
い
止
め
る
に
は
現
退

一
体
の
取
り
組
み
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
る
、
②
柴
慎
一
勝
利

を
喜
び
な
が
ら
も
、
今
後
に
向

け
た
総
括
の
必
要
が
あ
る
、
③

中
央
幹
事
会
が
提
案
し
て
い
る

「
女
性
会
員
の
拡
大
」
や
「
３
千

人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施

検
討
へ
の
意
見
、
な
ど
で
し
た
。
　

北
陸
退
職
者
の
会
か
ら
は
、

近
藤
源
一
郎
会
長
、
串
田
信
行

事
務
局
長
、
尾
田
隆
幹
事
が
地

方
代
表
と
し
て
、
中
央
幹
事
会

幹
事
と
し
て
坂
本
哲
治
が
出
席

し
ま
し
た
。
近
藤
会
長
が
北
陸

を
代
表
し
て
①
会
員
拡
大
、
②

参
議
院
選
挙
の
具
体
的
取
り
組

み
、
③
生
涯
組
合
員
の
あ
り
方

の
早
急
な
検
討
―
―
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

多
く
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し

て
中
央
幹
事
会
の
見
解
は
、
会

員
拡
大
（
協
力
会
員
、
女
性
会

員
）
に
向
け
て
は
、
現
退
一
体

の
取
り
組
み
は
支
部
で
の
協
力

が
必
要
。
支
部
の
担
当
者
と
顔

を
合
せ
情
報
交
換
か
ら
始
め
て

欲
し
い
。
ま
た
、
参
議
院
選
挙

の
総
括
に
つ
い
て
は
、
現
役
の

総
括
を
見
守
り
た
い
。
生
涯
組

合
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
再
度
、

検
討
を
早
め
る
よ
う
現
役
に
求

め
る
―
―
等
で
し
た
。

　

役
員
の
改
選
（
今
期
の
任
期

は
１
年
間
）
で
は
、
幹
事
に
北

陸
か
ら
坂
本
哲
治
さ
ん
が
再
度

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

最重要課題に活発な議論が展開される最重要課題に活発な議論が展開される
北陸から北陸から近藤会長近藤会長、、串田事務局長串田事務局長、、尾田幹事尾田幹事が出席が出席
コロナ禍の中「第８回全国総会」を終了コロナ禍の中「第８回全国総会」を終了

　

７
月
10
日
投
開
票
さ
れ
た
「
第
26
回
参
議
院
選
挙
」
で
、
難
波
奨
二
前
参
議
院
議
員
か
ら
襷
を

引
き
継
い
で
Ｊ
Ｐ
労
組
の
組
織
内
候
補
者
と
し
て
立
候
補
し
た
「
し
ば
慎
一
」
さ
ん
は
、
見
事
に

当
選
を
果
た
し
、
８
月
３
日
開
会
の
臨
時
国
会
で
国
会
議
事
堂
正
門
か
ら
議
員
バ
ッ
チ
を
胸
に
堂
々

の
入
場
を
し
ま
し
た
。
議
員
会
館

事
務
室
は
「
１
０
０
９
号
室
」
で
、

電
話
番
号
は
０
３-

６
５
５
０

-

１
０
０
９
、
ｆ
ａ
ｘ
は
０
３-

６
５
５
１-

１
０
０
９
で
す
。
事

務
所
へ
の
立
ち
寄
り
、
国
会
見
学

な
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
会
に
登
庁
「
し
ば
慎
一
」

第８回全国総会に北陸代表として出席第８回全国総会に北陸代表として出席
左から　串田事務局長、近藤会長、尾田幹事左から　串田事務局長、近藤会長、尾田幹事

堂々と国会の前に立つ堂々と国会の前に立つ
「しば慎一」さん「しば慎一」さん
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北
陸
退
職
者
の
会
（
近
藤

源
一
郎
会
長
）
は
、
９
月
22
日

（
木
）、
金
沢
市
内
で
２
０
２
２

年
度
最
初
の
幹
事
会
を
開
催

し
、
向
こ
う
一
年
間
の
活
動
方

針
の
具
体
化
に
つ
い
て
協
議
・

決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
会
員
相
互
の
「
親
睦

と
交
流
」
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
開
催
を
控
え
て
き
た

が
、
退
職
者
の
会
の
基
本
活
動

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
協
・
支

　

つ
ぎ
に
、
会
員
へ
の
「
世
話

役
活
動
」
に
つ
い
て
は
、
支
部

が
共
済
商
品
の
案
内
な
ど
の
機

会
を
企
画
し
、
会
員
宅
訪
問
に

取
り
組
み
、
「
会
員
の
現
状
把

握
と
サ
ポ
ー
ト
」
活
動
を
前
進

　

北
陸
三
連
協
の
三
役
で
構
成

す
る
「
地
方
幹
事
会
」
は
、
８

月
13
日
に
開
催
の
第
８
回
地
方

総
会
で
採
択
さ
れ
た
２
０
２
２

年
度
の
活
動
方
針
の
具
体
的
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

ま
し
た
。

部
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
考
慮

し
た
上
で
創
意
工
夫
し
た
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

さ
せ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

現
会
員
数
の
５
％
拡
大
目
標

と
し
た
「
会
員
の
拡
大
」
に
つ

い
て
は
、
「
現
退
一
体
に
よ
る

《
協
力
会
員
・
正
会
員
》
の
拡

大
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、

連
協
・
支
部
に
お
い
て
現
役
と

退
職
者
の
会
役
員
が
顔
を
合
わ

せ
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
を
深

め
、
定
期
的
に
具
体
的
な
取
り

組
み
を
協
議
し
実
践
す
る
よ
う

指
導
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

後
は
、
政
治
活
動
の
取
り
組

み
、
平
和
活
動
の
取
り
組
み
、

共
済
活
動
の
取
り
組
み
、
会
報

の
発
行
な
ど
の
活
動
方
針
に
つ

い
て
は
、
今
日
ま
で
の
取
り
組

み
内
容
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

参
考
ま
で
に
、
地
方
幹
事
会

は
独
自
の
予
算
が
無
く
、
地
方

総
会
、
同
幹
事
会
の
開
催
は
回

数
や
出
席
者
な
ど
が
決
め
ら

れ
、
会
報
の
発
行
に
つ
い
て
も

年
４
回
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
経

費
は
Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
本
（
現

役
）
会
計
か
ら
支
出
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各

連
協
の
総
会
と
幹
事
会
の
開
催

経
費
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｐ
労
組
北

陸
地
本
経
費
か
ら
支
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
創
意
工
夫
し
た
活
動
を

健　

忘　

記

　

立
ち
上
が
っ
て
別
の
部
屋

に
移
動
し
た
が
、
何
を
し
に

来
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
。

ま
た
、
あ
の
人
は
何
と
言
う

名
前
だ
っ
た
っ
け
。
◇
こ
の

頃
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ち
ょ

く
ち
ょ
く
あ
る
。
こ
れ
が
認

知
症
な
の
か
も
。
◇
介
護
付

き
老
人
ホ
ー
ム
に
世
話
に

な
っ
て
い
る
１
０
５
歳
の
母

は
、
未
だ
に
孫
や
ひ
孫
の
名

前
を
は
っ
き
り
言
え
る
し
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
の
80
歳
の
兄
は
、
下
半
身

と
左
腕
に
障
害
が
あ
る
が
ボ

ケ
る
こ
と
な
く
元
気
に
し
て

い
る
。
◇
母
は
毎
日
の
よ
う

に
折
り
紙
な
ど
を
せ
っ
せ
と

し
て
い
る
。
兄
は
塗
り
絵
が

好
き
だ
。
月
に
２
～
３
冊
の

塗
り
絵
本
を
差
し
入
れ
て
い

る
。
◇
私
は
、
毎
日
の
晩
酌

が
出
来
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
、
週
に
一
度
の
「
休

肝
日
」
を
設
け
た
方
が
良
い

と
の
医
者
の
言
葉
を
無
視
し

て
い
る
。
◇
母
や
兄
の
よ
う

に
何
か
手
作
業
を
し
た
方
が

良
い
と
思
い
つ
つ
も
、
た
ま

に
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
よ
う
と

思
う
が
、
田
舎
で
は
雀
荘
も

無
く
、
集
ま
る
仲
間
も
居
な

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
ボ
ケ
が

進
み
そ
う
だ
。（
さ
）

「
親
睦
と
交
流
」
は
創
意
工
夫
し
て

「
親
睦
と
交
流
」
は
創
意
工
夫
し
て

現
会
員
数
の
５
％
拡
大
を

現
会
員
数
の
５
％
拡
大
を

会
員
宅
訪
問
で
会
員
の
見
守
り
を

会
員
宅
訪
問
で
会
員
の
見
守
り
を

各
連
協
・
支
部
で
「
現
退
一
体
」
を
確
立

各
連
協
・
支
部
で
「
現
退
一
体
」
を
確
立

２
０
２
２
年
度
第
１
回
地
方
幹
事
会
で
確
認

２
０
２
２
年
度
第
１
回
地
方
幹
事
会
で
確
認


